【型枠工事業】
	職種：施工技能　　職務：現場管理

【概要】

・型枠工事について、場内・場外の加工場における型枠材料の事前加工に関わる作業、施工過程の搬入作業・型枠組立作業、解体・搬出作業などを、工程に従って安全に、顧客（元請、発注者）や他業種施工業者等との折衝・調整・打合せ等を重ねながら、現場マネジメント力量と、熟練した施工技能とを発揮して、工事全体の進捗状況を常に把握しながら現場施工を実施し管理する仕事。

　　

【仕事の内容】

・建造物の構造や型枠技術・型枠材料等の知識・経験を活かし、建造物の基礎・柱・梁・壁・床板・開口部・階段等の部位を躯体図等による顧客要求事項どおりに構築するための型枠工事の現場作業管理が仕事の内容である。これらの仕事は元請（ゼネコン工事担当者）の現場における作業指示を理解し、日々の打ち合わせで作業状況を報告し、責任施工できるように作業班を指揮していくものである。また、自社内においては、型枠工法や作業計画の検討・提案、品質・原価・工程・安全などの計画と管理を施工管理職と打ち合わせ、自ら作成した加工図をもとに実施される加工作業や現場への搬入・搬出作業、現場内での加工・組立て・解体作業の管理を行う。

　

【求められる知識・経験】

（１）型枠の技能は、施工現場での加工・組立て作業の他に、場内・場外の加工場作業、およびそれに関わる移動・搬入・搬出作業等多岐にわたる。職長は型枠作業の前工程・後工程の作業内容を熟知した上で、かつ加工場の作業を管理する能力が求められる。そのためには、作業者を束ねるための統率力・指導力が求められる。

（２）基幹技能者は上級職長として他職種との関連作業の調整や元請（ゼネコン）との作業打ち合わせを通して工事を予定通り進めていくための協力会社としての十分な専門性（経験と知識）及び積極的な対人能力が備わっていることが必要である。

　　

【関連する資格・検定等】
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【平成11年度改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】
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